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1 手際よくワカメの選別をする部会員（荒谷部会）

2 舟いっぱいに採ったワカメを降ろす男性たち　　

　

５
月
４
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、

沿
岸
部
で
、
ワ
カ
メ
の
共
同
採
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
採
り
と
は
、
生
産
部
会
ご

と
に
部
会
員
が
出
て
、
協
力
し
合
っ

て
漁
を
す
る
も
の
で
、
部
会
の
運

営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
作
業
。
本
町
で
は
、
ワ
カ

メ
の
ほ
か
、
コ
ン
ブ
、
ウ
ニ
、
ア

ワ
ビ
な
ど
を
共
同
採
り
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
ワ
カ
メ
漁
を
行
っ
た
の
は
、

６
つ
の
部
会
の
う
ち
、
大
蛇
、
荒

谷
、
榊
、
小
舟
渡
の
４
部
会
で
、

そ
れ
ぞ
れ
３
日
間
ほ
ど
共
同
採
り

を
し
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
る
津
波
で
ほ
と
ん
ど

の
舟
が
流
さ
れ
た
中
、
各
部
会
と

も
し
ば
ら
く
つ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
急
き
ょ
購
入
し
た
舟
な
ど

で
な
ん
と
か
漁
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
ボ
イ
ル

し
、
塩
蔵
し
た
ワ
カ
メ
を
出
荷
し

て
い
ま
す
が
、
津
波
に
よ
り
加
工

施
設
が
損
壊
し
た
た
め
、
採
っ
た

ワ
カ
メ
を
そ
の
ま
ま
生
で
出
荷
し

て
い
ま
し
た
。
約
２
４
０
人
が
作

業
に
あ
た
り
、
約
28
㌧
を
収
穫
し

ま
し
た
。

共
同
採
り
を
実
施

前に向かって 3.11 東日本大震災
　3月11日の地震による津波で大きな被害を受けた沿岸部。
　舟も小屋も大事なものは全て流された―。でも、途方にくれてばかりはいられな
い。1日でも早く元の生活に戻るため、ハマに元気を取り戻すため、心を一つにし
て頑張っている。
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災害復旧費などを専決処分

　5月12日に開催された第3回階上町
議会臨時会で、災害復旧に関する補正
予算の専決処分が報告され、承認され
ました。
　主なものは以下のとおり。

・災害救助、災害対策費� 1,205万6千円
・災害援護資金貸付金� 3,910万円
・津波災害緊急道路復旧委託料
� 900万円
・災害ごみ処理費� 1億285万7千円
・漁港施設復旧工事� 1億585万2千円
・海産物簡易加工処理センター復旧工事
� 2,196万3千円
・大蛇公衆トイレ復旧工事
� 794万7千円
・施設復旧工事（ハートフルプラザ、
学校、体育館など）� 810万円
・漁業集落排水施設復旧費（マンホー
ルポンプ汚水搬出委託料、復旧工事）
� 2億9,480万円

第1回義援金配分委員会を開催

　５月25日、第1回階上町災害義援金
配分委員会（久保和子委員長）が開催
され、以下のとおり第1次配分を決定
しました。対象者には6月3日に配分し
ました。

［第１次配分内訳］
・死 亡 者　50万円（対象１世帯）
・住宅全壊　50万円（対象11世帯）
・住宅半壊　25万円（対象5世帯）
� 計　725万円

※第2次配分は6月中に配分予定。
※国・県からの第1次義援金は4月28日
に対象者に配分済。（死亡者、住宅全
壊各100万円、住宅半壊50万円　合計1,600
万円）
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津
波
で
全
て
の
舟
約
10
隻
が
流

さ
れ
た
荒
谷
部
会
。
し
ば
ら
く
使

用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
１
隻
を
使

い
、
漁
に
出
て
い
ま
し
た
。

　

男
性
が
沖
合
で
舟
い
っ
ぱ
い
に

ワ
カ
メ
を
採
り
、
漁
港
に
戻
る
と
、

津
波
で
壊
れ
た
巻
揚
機
の
代
わ
り

に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
船
を
引
き
揚
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
船
か
ら
降
ろ
さ

れ
た
大
量
の
ワ
カ
メ
を
、
今
度
は

女
性
陣
が
手
際
良
く
選
別
し
て
い

き
ま
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
漁
の
風
景
―
。

し
か
し
、
津
波
の
後
の
初
め
て
の

共
同
採
り
と
あ
っ
て
、
少
し
だ
け

戻
っ
て
き
た
日
常
を
喜
ぶ
か
の
よ

う
に
、
時
折
笑
顔
を
み
せ
な
が
ら

も
、
手
を
休
め
る
こ
と
な
く
、
作

業
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
別
し
て
い
た
女
性
は
「
状
態

も
き
れ
い
な
ワ
カ
メ
が
多
く
、
津

波
で
洗
い
流
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
舟
も
小
屋
も
み
ん
な
流
さ

れ
た
け
ど
、
こ
う
し
て
ワ
カ
メ
だ

け
で
も
採
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

み
ん
な
の
心
は
一
つ
だ
よ
」
と
部

会
で
漁
が
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

共
同
採
り
を
し
た
部
会
の
中
で

一
番
早
く
ワ
カ
メ
漁
を
始
め
た
大

蛇
部
会
。
津
波
の
被
害
が
最
も
大

き
く
、
漁
船
は
全
て
流
失
、
加
工

施
設
や
部
会
倉
庫
な
ど
も
壊
滅
し

ま
し
た
。

　

中
田
富
男
部
会
長
は
「
震
災
後

は
こ
の
ま
ま
漁
が
で
き
る
の
か
と

不
安
だ
っ
た
。
例
年
だ
と
数
隻
舟

を
出
し
て
い
る
が
、
今
年
は
震
災

後
に
自
分
が
購
入
し
た
１
隻
の
み
。

こ
の
舟
が
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ

た
」
と
な
ん
と
か
漁
が
で
き
た
こ

と
に
安
堵
感
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

漁
の
様
子
を
聞
く
と
「
ワ
カ
メ

は
質
も
良
く
、
た
く
さ
ん
採
れ
た

の
で
、
部
会
員
み
ん
な
明
る
い
兆

し
と
喜
ん
で
る
よ
」
と
笑
顔
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
今
後
に
つ

い
て
は
、「
ワ
カ
メ
漁
は
思
っ
た

ほ
ど
津
波
の
影
響
を
受
け
ず
、
ま

ず
ま
ず
の
出
来
だ
っ
た
が
、
今
後

は
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
の
生
育
具
合
が

気
が
か
り
。
今
一
番
不
便
な
の
は
、

漁
に
出
る
舟
が
な
い
こ
と
と
、
部

会
員
み
ん
な
が
集
ま
る
場
所
が
な

い
こ
と
」
と
話
し
、
１
日
も
早
い

復
旧
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
３
カ
月

―
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸

部
で
す
が
、
部
会
の
共
同
採
り
も

始
ま
り
、
少
し
ず
つ
ハ
マ
が
動
き

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
壊
や
浸

水
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
商
店
も

店
舗
を
復
旧
し
、
一
部
営
業
を
開

始
、
再
開
を
待
ち
わ
び
て
い
た
人

た
ち
の
訪
れ
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

心
は
ひ
と
つ

明
る
い
兆
し

「1日も早く復旧して元通りになっ
てほしい」と語る、大蛇部会の
中田富男部会長。漁港内や漁場、
航路には、まだ砂や泥などが積
もっているため、安全な航路の
確保も急がれる

義援金等の状況　※5月25日現在

【災害義援金】
　　　　1,099万8,908円
� （112件/55団体・57個人）
【寄付】　2,629万7,885円
� （22件/21団体・１個人）

たくさんの善意ありがとうございます

町の動き
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４
月
23
日
、
石
鉢
地
区
に
あ
る

町
民
プ
ー
ル
が
今
期
の
利
用
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち

わ
び
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

同
プ
ー
ル
は
県
内
で
も
珍
し
い

50
㍍
の
温
水
プ
ー
ル
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
例
年
町
内
外
の
子
ど
も

か
ら
大
人
、
競
技
者
ま
で
幅
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
鉢
小
学
校
５
年
生
の
髙
屋
敷

洋ひ
ろ
と仁

君
と
海か

い
と仁

君
の
双
子
の
兄
弟

は
「
今
は
30
㍍
泳
げ
る
の
で
、
今

年
中
に
50
㍍
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
新
た
に
、
幼
児
用
プ
ー
ル

に
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
し
か

み
キ
ッ
ズ
」
が
描
か
れ
、
利
用
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
１
０
５
人
が
利
用
。
久

し
ぶ
り
の
水
の
感
触
を
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
30
日
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
退
任
し
た
藤
田
テ
イ

子
さ
ん
が
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
貢

献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
12
月
か

ら
33
年
間
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
活
動
、
昭
和
54
年
度
か

ら
は
同
委
員
の
代
表
と
し
て
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
を
、
退

任
す
る
ま
で
務
め
る
な
ど
、
町
の

社
会
福
祉
の
向
上
、
民
生
の
安
定

に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
、
役
場
で
行
わ
れ
た

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会

で
、
久
保
和
子
副
町
長
よ
り
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
、
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
「
大
変
な
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
地
域
や
委
員
の
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
て
活
動
を
続
け
ら

れ
た
。
自
分
が
成
長
で
き
た
33
年

だ
っ
た
」
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

ふ
り
返
り
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

［
利
用
期
間
］
10
月
30
日
ま
で

月
曜
休
館
。
祝
日
の
場
合
は
翌
日

 

［
利
用
時
間
］
13
時
～
21
時

　

※
夏
休
み
中
の
み
10
時
か
ら
。

　

階
上
町
教
育
振
興
会
（
熊
谷
道

雄
会
長
）
は
、
４
月
22
日
、
ハ
ー

ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
で
、

教
育
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
内
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
関

係
者
ら
１
３
０
人
が
参
加
。

　

大
会
で
は
、
川
浪
孝
雄
教
育
長

が
「
変
動
す
る
社
会
に
主
体
的
に

対
応
で
き
る
町
民
の
育
成
を
目
指

し
た
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
」

と
今
年
度
の
方
針
を
述
べ
、
参
加

者
は
重
点
施
策
な
ど
に
つ
い
て
共

通
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
と
15
日
、
赤
保
内
寺

下
の
寺
下
観
音
で
例
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
所
は
、
奥
州
南
部
糠

部
三
十
三
カ
所
巡
礼
の
一
番
札
所

と
し
て
も
有
名
で
、
毎

年
５
月
の
第
３
日
曜
に

合
わ
せ
例
祭
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

参
拝
者
は
、
木
漏
れ

日
が
差
す
杉
木
立
の
参

道
を
歩
き
、
観
音
堂
の

前
で
静
か
に
手
を
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。
洋
野

町
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
金
沢
弘
子

さ
ん
は
「
家
族
み
ん
な
が
健
康
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
お
祈
り
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

梵鐘を鳴らす参拝者

受賞した藤田テイ子さん

町内の教育関係者が一堂に集まった大会

元気いっぱい水の中で遊ぶ子どもたち

長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る　
藤
田
テ
イ
子
さ
ん
厚
労
大
臣
表
彰
受
賞

教
育
施
策
な
ど
理
解
深
め
る　
教
育
振
興
大
会

待
っ
て
ま
し
た
！　
町
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

手
を
合
わ
せ
静
か
に
祈
る　
寺
下
観
音
例
祭
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５
月
11
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
に
伴
い
、
交
通
安
全
関
係

者
ら
50
人
が
参
加
し
、
役
場
前
で

街
頭
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
は
、
こ
れ
ま
で
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
記
録
を
更
新
し
て
い
ま
し

た
が
、
５
月
５
日
に
発
生
し
た
死

亡
事
故
に
よ
り
、
最
長
１
３
４
２

日
で
ス
ト
ッ
プ
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
浜
谷
町
長
が

「
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
残
念
。
し
か
し
、

今
後
も
１
件
で
も
町
内
か
ら
交
通

事
故
が
な
く
な
る
よ
う
に
、
心
を

引
き
締
め
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
一
層
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
役
場
前
交
差
点
で
、

横
断
幕
を
掲
げ
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
「
安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す
」

「
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
」

な
ど
と
声
を
か
け
た
り
し
な
が
ら
、

マ
ス
コ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
手

渡
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

４
月
29
日
、
石
鉢
に
あ
る
ゆ
と

り
町
民
農
園
が
開
園
し
、
野
菜
作

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

開
園
式
に
は
、
利
用
者
約
40
人

が
参
加
。
浜
谷
町
長
が
「
自
然
に

ふ
れ
な
が
ら
、
安
心
安
全
な
野
菜

作
り
を
し
、
喜
び
の
出
来
秋
を
迎

え
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　

農
園
は
１
区
画
72
平
方
㍍
、
全

１
２
２
区
画
。
今
年
は
全
て
の
区

画
が
埋
ま
る
盛
況
ぶ
り
で
、
町
外

利
用
者
40
人
を
含
む
92
人
が
利
用

し
ま
す
。

　

初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
レ
タ
ス
な
ど
の
栽
培
実
演

指
導
も
行
わ
れ
、
利
用
者
は
熱
心

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

立
花
政
志
さ
ん

は
「
ネ
ギ
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
い
ろ
い
ろ

植
え
る
予
定
。
初

挑
戦
な
の
で
少
し

不
安
だ
が
、
楽
し

み
で
も
あ
る
。
収

穫
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
早

速
畑
を
耕
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
民
農
園
で
収
穫
し
た
野
菜
な

ど
は
10
月
末
の
町
民
文
化
祭
で
展

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

５
月
12
日
、
階
上
岳
町
営
放
牧

場
で
今
年
度
の
放
牧
が
始
ま
り
ま

し
た
。
放
牧
さ
れ
る
の
は
、
黒
毛

和
種
の
繁
殖
用
雌
牛
で
、
初
日
は

15
頭
が
入
牧
。
順
次
入
牧
し
、
約

40
頭
が
放
牧
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

牛
た
ち
は
、
43
・
７
㌶
の
広
大

な
放
牧
場
の
中
で
青
々
と
茂
っ
た

草
を
食
べ
る
な
ど
し
て
の
び
の
び

と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
15
人
（
町
内
12
人
、

八
戸
市
南
郷
区
３
人
）。
放
牧
は

10
月
31
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

５
月
19
日
、
根
岸
龍
典
さ
ん
に
、

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
と
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
し
た
功

績
に
よ
り
、
青
森
地
方
法
務
局
の

木
村
繁
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

根
岸
さ
ん
は
平
成
18
年
か
ら
５

年
間
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

相
談
活
動
を
始
め
、
町
の
人
権
擁

護
活
動
に
尽
力
、
そ
の
間
八
戸
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
常
務
委
員
も

歴
任
す
る
な
ど
幅
広
く
活
動
さ
れ

ま
し
た
。

草をはみ、のんびり過ごす牛たち感謝状を贈呈される根岸さん（右）

交通安全を呼びかける母の会会員

安
心
安
全
な
野
菜
を　
町
民
農
園
が
開
園

放
牧
が
ス
タ
ー
ト　
階
上
岳
放
牧
場

交
通
事
故
を
な
く
そ
う　
交
通
安
全
運
動
街
頭
広
報

人
権
擁
護
に
尽
力　
根
岸
龍
典
さ
ん
に
感
謝
状

熱心に畑を耕す利用者
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23年度 労働保険の年度更新を！

　労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新の手

続きの時期となりました。

■年度更新
　22年度確定保険料と23年度の概算保険料の申告・
納付の手続きのことをいいます。

■申告・納付期限　７月11日（月）

　東日本大震災に伴い、青森県では労働保険料の
申告・納付期限を延長しています。（別途告示する
期限までに申告・納付を行うことができます。）なお、
可能な人は、期限までに申告・納付を行っていた
だくようお願いします。

【問】青森労働局総務部労働保険徴収室
� ☎017-734-4145

大蛇漁業集落排水施設が
仮復旧しました

　このたびの津波で被害を受けた大蛇地区漁業集落
排水施設の一部が仮復旧しました。

お願い

　施設に故障が発生した場合、黄色い回転灯で故

障を知らせるように設定しています。

　もし、回転灯が回っているのを発見した場合は、

下記までご連絡ください。

［連絡先］
・建設課下水道グループ　☎88-2120
・マンホールポンプ・処理場管理業者　
　　　　　　　　　　　　☎090-5352-0554

【問】建設課�下水道グループ　☎88-2120

はしかみの自然満喫！参加者募集

梅もぎと梅加工体験

　緑豊かな自然、川のせせら

ぎ、小鳥のさえずりの中で、

梅を収穫したり梅加工体験を

楽しんだりしませんか。

　参加者には梅１㌔のうれし

いお土産つきです。

■日　　時　７月24日（日）10:00 ～ 14:00
■集合場所　金山沢ふる里河川公園
■参 加 費　小学生未満（3歳以上）500円
　小学生1,000円、中学生以上2,000円
■用意するもの　長袖、長ズボンの作業着、長靴、
雨がっぱ、虫よけスプレー
■募　　集　先着20人（7月20日締切）
■申し込み・問い合わせ
　はしかみグリーン・ツーリズム協議会会長　土橋
　電話またはFAXで申し込みください。
� ☎･FAX��88-2790

昼食は、町の伝統料理

五目おこわなどを味わ

ってください

事業主・労働者の皆さまへ 中小企業の皆さまへ

福利厚生事業を応援します

　八戸市勤労者福祉サービスセンターは、事業所単

独では実施しがたい福利厚生事業を総合的に実施す

る互助組織です。

　来年３月までに入会した新規の事業所は入会金を

キャッシュバックします。ぜひご入会ください。

■入会資格　八戸圏域※8市町村の中小企業（従業員
300人以下の会社、工場、商店など）の
事業主および従業員

■入 会 金　入会時　１人1,000円
　　　　　　会　費　１人月額1,000円
■特　　典　会報、祝金・見舞金の給付、各種割引・

助成制度など
※八戸圏域：八戸市、三戸郡内町村、おいらせ町

【問】八戸市勤労者福祉サービスセンター
� ☎71-2145

回転灯
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町有財産を売却します
　下記の町有財産（土地および建物）を一般競争
入札により売却します。
　購入を希望する人は、一般競争入札実施要領を
熟読の上、お申し込みください。

■売却物件
　道仏字榊山9-41の土地および建物（ただし、個
別に売却することはできません。）
■最低売却価格　非公表
■申し込み
　期　間：6月20日（月）～ 6月24日（金）
　提出先：総務課企画財政グループ
■入札日
　期　日：6月30日（木）10:00
　場　所：役場2階　第2会議室
■実施要領
　町ホームページからダウンロードするか、企画
財政グループで配布しています。

【問】総務課�企画財政グループ　☎88-2113

新行政委員が決定
　住民の皆さんと町行政とのパイプ役となる新
しい行政委員（区長）が決まりました。任期は3
年間です。

任期：23年4月1日～ 26年3月31日

【問】総務課�総務グループ　☎88-2112

7 月10日 ㈰
階上町農業員会委員一般選挙

投票日

■投票日　7月10日（日）　7:00 ～ 18:00
　　　　［期日前投票］　7月6日（水）～ 7月9日（土）

　　　　　　8:30 ～ 20:00 ／役場１階（町民課隣）

■投票できる人　階上町農業委員会委員選挙人名簿に登録さ
れている人で、選挙権を有する人

■投票入場券　選挙人名簿に登録されている人に郵送します。
■選挙会（開票） ７月10日（日）19:00
　　　　　　　　ハートフルプラザ・はしかみ（予定）
　　　　　　　　　※参観人は制限させていただきます。

� 【問】階上町選挙管理委員会　☎88-2112

10人

■説明会
　日時　6月22日（水）14:00
　場所　役場２階第２会議室
■立候補届出事前審査
　日時　6月29日（水）14:00 ～ 16:00
　場所　役場２階第２会議室
■立候補届出受け付け
　日時　7月5日（火）8:30 ～ 17:00
　場所　役場２階第２会議室

投開票について選挙による委員の定数

立候補届出について

売却物件

▲

地区名 氏　　　名 電話番号
石　　鉢 神　成　信　俊 88-1213
蒼　　前 一　戸　重　明 88-4034
野 場 中 上　重　一　男 88-4711
角 柄 折 松　川　純　悦 88-3986
金 山 沢 松　倉　長　一 88-2644
田　　代 髙　橋  一　郎 88-3869
晴 山 沢 小　出　光　一 88-3794
平　　内 鳩　　　文　男 88-2318
鳥 屋 部 小　沢　　　勝 88-3252
赤 保 内 鹿　糠　　　稔 88-2658
耳ケ吠西 吉　田　春　泰 88-2010
耳ケ吠東 西　田　和　雄 88-5989
荒　　谷 境　　　鉄　男 87-3763
大　　蛇 中　田　兼　雄 87-3567
追　　越 中　島　孝　一 87-3531
榊 日　向　登美男 89-2637

駅　　前 寅　谷　正　美 89-2530
道　　仏 坂　　　博　史 87-3765
小 舟 渡 濱　浦　清　志 87-3774
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平成22年度�中山間地域等直接支払交付金

実施状況を公表します
　中山間地域における農業は、平地と比べて生産条件が不利な状況にあります。
　町では、農業生産の維持を図りながら耕作放棄地の発生を防止し、農地の多面的機
能を確保するため、各集落から申請のあった対象農用地で農業者等の間で締結された
集落協定を認定し、交付金を支払っています。

　22年度中山間地域等直接支払交付金は、町内20集落に対して1,577 万8,916円が交付されました。

協 定 締 結
集　　　落

交付金額
（円）

交付対象農用地面積�（㎡）
田 畑

急傾斜地 緩傾斜地 緩傾斜地
1 田 代 2,832,637 273,543 49,561 223,982 　
2 金 山 沢 341,177 53,309 0 53,309 　
3 小 松 倉 2,159,953 107,616 99,925 7,691 　
4 伴 蔵 124,883 19,513 0 19,513 　
5 鎌 津 倉 883,853 46,416 39,425 6,991 　
6 大 峠 81,344 12,710 0 12,710 　
7 上 ノ 山 544,219 32,394 32,394 0 　
8 晴 山 沢 937,224 117,153 0 117,153 　
9 平 内 1,831,865 186,670 37,032 117,880 31,758
10 鳥 沢 583,070 37,826 32,787 5,039 　
11 水 溜 708,370 69,303 11,842 57,461 　
12 大 上 795,554 65,238 21,050 44,188 　
13 柳 沢 286,816 44,815 0 44,815 　
14 田端・鹿糠下 582,496 72,812 0 72,812 　
15 松 森 385,913 60,299 0 60,299 　
16 下 天 摩 462,581 54,886 10,703 44,183 　
17 道 仏 535,411 83,658 0 83,658 　
18 上 野 530,128 66,266 0 66,266 　
19 牛 河 原 235,494 36,796 0 36,796 　
20 程 熊 935,928 44,568 44,568 0 　

20集落253戸 15,778,916 1,485,791 379,287 1,074,746 31,758

【問】産業振興課 産業振興グループ　☎88-2116

６月は土砂災害防止月間です
　県内には、約4,000カ所もの土砂災害危険個所があり、強い雨が原因で「土石流」、「地すべり」、「がけ崩れ」
がどこでも起こる可能性があります。
　今まで経験したことのないような強い雨が降っているときは、「災害が起こるかもしれない」と心に留め、
正しい危機意識と早期避難で土砂災害による被害ゼロを目指しましょう。

【問】青森県県土整備部�河川砂防課　砂防グループ　☎017-734-9670
＊町内で土砂災害が発生した際は、総務課総務グループ（☎88-2112）または建設課土木建設グループ（☎88-2118）までご連絡ください。
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２年に１度は受けましょう！

乳がん･子宮頸
けい

がん検診無料クーポン券を配布します
　一定年齢に達した女性を対象に、乳がん検診・子宮頸がん検診が無料

で受けられるクーポン券を配布します。また、がんの予防や治療に関す

る情報が掲載された「がん検診手帳」も同時に配布します。

　乳がん・子宮頸がんは早期発見・早期治療が有効ながんです。

　無料クーポンが届いた人は、ぜひ受診しましょう。

■無料クーポン券配布対象者の年齢および生年月日

子宮頸がん 乳がん

20歳 平成2年4月2日～平成3年4月1日 40歳 昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

25歳 昭和60年4月2日～昭和61年4月1日 45歳 昭和40年4月2日～昭和41年4月1日

30歳 昭和55年4月2日～昭和56年4月1日 50歳 昭和35年4月2日～昭和36年4月1日

35歳 昭和50年4月2日～昭和51年4月1日 55歳 昭和30年4月2日～昭和31年4月1日

40歳 昭和45年4月2日～昭和46年4月1日 60歳 昭和25年4月2日～昭和26年4月1日

【問】保健福祉課�健康増進グループ　☎88-2162

Stop
!
6月は禁煙応援強化月間です

WHO（世界保健機構）は５月31日を「世界禁煙デー」としています。

町では禁煙支援および、禁煙に関する情報提供を行っています。

ぜひ、ご利用ください。

禁煙に遅すぎることはありません！

■禁煙のメリット

1分後 たばこのダメージから回復しようとする

20分後
血圧と脈が下がる
手足の体温が上がる

8時間後 血中の一酸化炭素が下がる

1日目 心臓発作の可能性が下がる

2日目 味覚や嗅覚が改善する

2週間～
血液の循環が改善する
歩行が楽になる

1カ月～
9カ月

胃かいよう・十二指腸かいようの再発率
が3分の1になる
咳や息切れが改善する

1年後 心筋梗塞のリスクが半分になる

5年後
肺がん、心臓発作、脳卒中の死亡リスク
が半分になる

10年
がんや脳卒中、心筋梗塞等のリスクが非
喫煙者と同じになる

応 援
その1

応 援
その2

「禁煙相談」の実施

禁煙治療に関する情報提供

■内　　容
①自分にあった禁煙方法を見つけるニコチン
依存度チェック

②自力で禁煙するためのノウハウやコツの紹介
③禁煙補助剤に関する情報提供
■場　　所　役場相談室または自宅
■日　　時　月～金曜日(祝日除く)、9:00～ 17:00
■申し込み　事前に予約をお願いします。

　指定医療機関では、医療保険で禁煙治療を受
けられます。
　治療は、医師による指導や禁断症状を抑える
ための禁煙補助剤(パウチなど)の処方などです。

※一定条件を満たすことが必要です。

【問】保健福祉課�健康増進グループ　☎88-2162
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楽しいがいっぱい！ 活動内容がさらに充実！

就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

＜７月スケジュール＞
地域子育て支援センター「おひさまるーむ」 子育てサークル「にこにこクラブ」

期�日 活�動�内�容
7/6
（水）

色水あそび
　作って遊ぼう：七夕飾り

7/13
（水）

水鉄砲でシュッシュッ
　作って遊ぼう：ペットボトルの風鈴

7/20
（水）

Let’s魚つり
　作って遊ぼう：お魚

7/22
（金）

＜子育て講座＞
「手づくりおやつ」
　・場所　石鉢ふれあい交流館
　・エプロン、三角巾持参
　　　※要予約�☎88-3621（7/8締切）

7/27
（水）

みずあそび
　作って遊ぼう：石ころアート
　・場所　森の交流館

［場　所］石鉢保育園　［時間］10:00～12:00
［利用料］子ども１人につき100円

＊保育園第1、第2駐車場をご利用ください　

期�日 活�動�内�容

6/17
（金）

作って遊ぼう！お外で遊ぼう!!

［時　間］10:00 ～ 12:00

［場　所］石鉢ふれあい交流館

［参加費］子ども1人につき100円

■けがなどは自己責任
です。注意して楽し
い活動にしましょう。
■天候、諸事情により
活動内容が変更にな
る場合があります。

※6月の日程は広報5月号に掲載しています。

【問】
　保健福祉課 健康増進グループ� ☎88-2219
　石鉢保育園（地域子育て支援センター）� ☎88-3621

【問】保健福祉課�福祉グループ　☎88-2641

児童扶養手当・特別児童扶養手当について

児童扶養手当
ひとり親家庭の人に支給されます

特別児童扶養手当
障がいのあるお子さんを養育する人に支給されます

■支給対象　国内に住所があり、精神または
身体に中度以上の障がいがある20歳未満の
児童を養育する父または母、養育者に支給
されます。
［次の場合は支給されません］
①児童が児童福祉施設などに入所している。②
児童が障がいを理由とする公的年金を受けるこ
とができる。
■手当月額（H23.4月改定）

■支給対象　何らかの理由で、父または母と生計を同じくし
ていない児童を養育している家庭や、父または母の心身に
障がいがある場合に、児童が18歳に達した年度末まで支給
されます。

　［次の場合は支給されません］
①児童が施設に入所している。②父、母、養育者もしくは児童
が公的年金（老齢福祉年金を除く）を受けている。③児童が公
的年金の加算の対象となっている　など
※今年の4月から、児童が障害年金の加算対象となっている
場合は、児童扶養手当の額と障害年金の子の加算額の高い
方を受けることができるようになりました。なお、両方同
時に受けることはできません。

■手当月額（H23.4月改定）
手当の受給には申請手続きが必要です
　両手当は、支給を受けようとする人が申請し、
認定されないと受給できません（所得制限があ
ります）。該当すると思う人は保健福祉課で手
続きをしてください。

1級（重度） 50,550円

2級（中度） 33,670円

児童数 全部支給 一部支給

1人 41,550円 41,540円～ 9,810円
(10円きざみ)

2人 5,000円加算

3人以上 １人につき3,000円加算
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毎週水曜日、19:00 ～ 21:00

場所：町民体育館

［対　象］小学生から大人まで

［参加費］月500円または1回200円

階上町歴史講座参加者募集

はしかみ総合スポーツクラブ

町には、皆さんがまだ知らない歴史がたくさんあります。選択受講も可能です。お気軽にご参加ください。

回 日　時 テ　ー　マ 講　師 場　所

1 6月25日(土)
14:00 ～ 16:00

聞いて学ぶ（歴史）
豊臣秀吉奥州仕置、姉帯城と兼興・兼信兄弟

階上町歴史研究会
正部家�奨�さん

ハートフルプラザ・
はしかみ

2 7月23日(土)
13:00 ～ 16:00

実践して学ぶ（信仰・実習）
石碑の拓本を取ろう

階上町歴史研究会
成田�北士�さん 寺下観音集合

3 8月27日(土)
14:00 ～ 16:00

聞いて学ぶ（歴史）
八戸藩士遠山小三太の八戸居住について

八戸歴史研究会
三浦�忠司�さん

ハートフルプラザ・
はしかみ

4 10月15日(土)
14:00 ～ 16:00

見て学ぶ（考古）
久慈地域の製塩関連遺跡について

洋野町教育委員会
千田�政博�さん

ハートフルプラザ・
はしかみ

5 11月12日(土)
13:00 ～ 16:00

見て学ぶ（考古・見学）
是川縄文館特別展を見に行こう　※定員20人程度

階上町教育委員会
森　　�淳�主幹 是川縄文館

■主　催　階上町歴史研究会
■対　象　一般成人
■参加費　各回100円程度（材料代別途）
※第5回はバス代、入場料がかかります。

■申込方法　6月24日（金）までに電話・FAXまたは直接お申
し込みください。（日程変更や別途費用についてはハガキで連
絡しますので、必ずお申し込みください。）

【申･問】教育課�社会教育グループ　☎88-2698 ／ FAX�88-1803

会員募集

　はしかみ総合スポーツクラブは、総合型地域スポーツクラブです。子どもから大人まで、さまざまなレベルに

応じてスポーツを楽しむことができます。

　スポーツで一緒に汗を流しませんか。ご参加をお待ちしています！

毎週火、水、木、金、土曜日

平日 18:00 ～ 19:30（１時間程度）

土曜 14:30 ～ 18:00（１時間程度）

場所：体操専用練習場、道仏体育館

［対　象］幼児、小中学生

［参加費］

週1回コース　月3,000円

週何日でもコース　月4,000円

毎週金曜日、19:00 ～ 21:00

場所：町民体育館など

［内　容］ユニホック、バドミントン、

ツリーイング、ソフトバレーボールなど

［対　象］小学生から大人まで

［参加費］月500円または1回200円

トランポリンやマットを使って楽

しく運動できます。

詳しくは、お問い合わせ下さい。

体 操 教 室スポーツ教室

さまざまなス

ポーツを体験

できる場です。

家族での参加

も大歓迎！

ほとんどが初心者。 アット

ホームな雰囲気の中で、

楽しく汗を流しています。

ラケット、 シャトルも無料貸

し出し！気軽にご参加下さい。

バドミントン教室

○参加の際は、スポーツ安全保険の加入が必要です。

　（中学生以下1,000円、高校生以上2,000円）

○無料体験も実施しています。

参加について

【問】はしかみ総合スポーツクラブ事務局　道仏字耳ケ吠32-21
 ☎38-9352(中城)　ホームページ�http://hashikami-sc.sakura.ne.jp/
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図
書
室
だ
よ
り 

今
月
の
お
す
す
め
本

�

５
月
中
旬
、
ワ
カ
メ
の
共
同
採

り
を
し
て
い
る
部
会
を
訪
ね
た
。

晴
天
で
波
も
穏
や
か
、
舟
か
ら
と

岩
場
の
間
か
ら
刈
り
上
げ
て
は
か

り
に
掛
け
て
い
た
。
品
質
は
良
く

水
揚
げ
量
も
価
格
も
い
い
よ
う
で
、

大
津
波
の
影
響
で
根
こ
そ
ぎ
や
ら

れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
最
悪

の
事
態
は
免
れ
、
安
堵
し
た
。

　

あ
る
組
合
員
は
「
津
波
で
岩
や

岩
礁
、
海
底
が
洗
わ
れ
て
、
も
し

か
す
る
と
磯
資
源
の
生
育
環
境
が

好
転
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

機
会
に
栽
培
漁
業
や
磯
資
源
の
増

養
殖
事
業
を
見
直
す
こ
と
も
必
要

だ
」
と
話
し
て
い
た
。

　

町
特
産
の
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
は
現

時
点
で
は
多
少
散
見
さ
れ
る
が
、

こ
れ
が
今
後
ど
こ
ま
で
回
復
す
る

か
。
最
近
、
河
川
の
汚
染
が
特
に

目
立
つ
の
で
、
海
の
環
境
保
全
、

資
源
保
護
の
観
点
か
ら
も
地
域
住

民
と
漁
業
者
も
連
携
し
て
厳
し
く

対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
今
年
は
震
災
の
影
響
を

考
慮
し
、
町
の
２
大
イ
ベ
ン
ト
の

臥
牛
山
ま
つ
り
と
い
ち
ご
煮

祭
り
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
復
旧
の
兆
し
が

見
え
て
き
た
ら
早
い
機
会
に

何
か
で
元
気
を
つ
け
た
い
。

　

多
く
の
方
か
ら
の
貴
重
な

浄
財
に
報
い
る
た
め
に
も
、

今
一
度
協
働
に
向
け
た
漁
業

者
の
意
識
改
革
と
組
織
改
革

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
一
日

も
早
く
、
に
ぎ
や
か
な
ハ
マ

を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。

ハマが活気づくワカメの共同採り

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
室
で
す
⑮

階
上
町
長

　
浜
谷
豊
美

動
き
出
し
た
ハ
マ
の
活
気
に
期
待
を
込
め
て

　 

～
復
興
は
み
ん
な
の
協
働
の
意
識
で
～
　

（広告） （広告）

広報はしかみに広告を掲載しませんか
広報はしかみに掲載する有料広告を随時募集し

ています。事業PRなどにぜひご利用ください。

  （作成部数　4,650部）

【料金】1号広告（5×18㌢）　10,500円

　　　  2号広告（5×9㌢）　　5,250円

  ＊詳しくはお問い合わせください。

� 【問】総務課総務グループ　☎88-2112

○
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

�

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

　

妻
の
死
後
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
お
ぼ
れ
て
い
た
ボ

ク
は
「
い
ね
む
り
先
生
」
こ
と
色

川
武
大
に
出
会
い
、
暖
か
い
交
流

の
中
で
再
生
を
果
た
す
。
伊
集
院

静
自
伝
的
小
説
の
最
高
傑
作
！

○
道
仏
公
民
館

�

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

　

薬
の
効
用
や
相
互
作
用
、
副
作

用
、
注
意
点
、
薬
価
な
ど
が
簡
潔

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
活

字
で
見
や
す
く
、
気
に
な
る
薬
が

す
ぐ
に
探
せ
る
事
典
で
す
。

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

�

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

　
「
君
の
人
生
は
終
わ
っ
た
も
同

然
」。
謎
の
こ
と
ば
を
か
け
る
老

人
と
青
年
は
旅
に
出
る
。
京
都
の

小
路
か
ら
は
る
か
宇
宙
の
時
間
を

宿
す
深
遠
な
生
の
森
へ
―
。
宮
本

文
学
の
到
達
点
！　
　

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券
が

必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で
き
ま

す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。（
発
行
無
料
）

『いねむり先生』
伊集院　静�著
集英社

『大活字薬の辞典
2011年版』
林�泰　著
ナツメ社

『三十光年の星たち』
宮本輝　著
毎日新聞社

■貸出時間■
○ハートフルプラザ・はしかみ
　9～ 19時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館　
　9～ 17時（月～金）
　　　　　　※土曜は15時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9～ 19時（火～土、日・祝日）
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ふるさとを遠く離れ、首都圏などで

頑張っている方を紹介していきますお久しぶりです
～ふるさとへのメッセージ～

　このたびの大震災に際しまして大変な被害にあわれま
した方々に対し心よりお見舞い申し上げます。どうか一
日も早い復興がなされますことをお祈りしております。 
　ふるさと階上村を出て早38年が経ちます。町制施行30
年、しかし私の心の中のふるさとはまだ階上村にあるの
かもしれません。 
　高校を出て4年間、海洋土木の会社に勤務した後一転、
和食の世界に入り34年目になります。修業時代を終えて
現在の店（町家＆遊膳）に勤務して23年、平成元年から
この店と共に歩んできました。バブルが弾け、リーマン
ショックにこのたびの大震災―。人災、自然災害の別は
ありますが波乱の世情に翻弄される時代であります。 
　食の世界もエスニック、イタリアン、創作料理とブー
ムがあり、和食の世界も変わって参りました。しかし、
階上で食べて育ったふるさとの味、おふくろの味は今も
変わらず心と体に染みついています。 
　階上の自然と味を心にこれからも頑張って参ります。
微力ではありますが故郷階上町の名を宣伝して参る所存
です。 

５

川
かわむかい

向 善
よし

美
み

さん（55歳）

東京都江東区在住（榊山出身）
ふるさとはしかみ会理事

（写真）勤務先の「町家＆遊膳」（江東区）
1階バーカウンターにて

はしかみ会の活動内容はホームページをご
覧ください（町ホームページからもリンク
しています）http://www.hashikami.info/

◇「ふるさとはしかみ会」の会員を募集しています◇

　町出身者、ゆかりのある方、階上町を故郷とおもう方ならどなたでも入会できます。関東圏域にお住ま
いのご家族、知人などへお知らせください。（交流会、会報発行、会員の活動状況の紹介などを行います）

【問】総務課 総務グループ　☎88-2112

ロードレース開催に伴う交通規制にご協ください

６月19日日　9:00-12:30 選手団が通過する際、一時交通規制を行います。

■大 会 名　第43回東北高等学校対抗自転車競技
選手権大会ロードレース大会兼全国高等学校総
合体育大会東北地区予選会
■スタート　男子�9:00スタート（6周84㌔）
　　　　　　女子�9:01スタート（2周28㌔）

■選　　手　東北各県選出の高校生約80人
■コ ー ス　西鳥屋部（フォレストピア階上前）を
発着とする1周14㌔

■そ の 他　6月15日～ 19日早朝にかけて試走する
選手へのご理解ご協力もお願いします。

■通過予定時刻　＊平均速度30㌔

【問】青森県高体連自転車競技専門部（青森山田高等学校内）成田　塁　☎017-739-2001

西鳥屋部 新田
十字路 金山沢 野場 小松倉 登切

Ｔ字路
堀切
Ｔ字路 西鳥屋部

1周目 9:00 9:05 9:10 9:15 9:18 9:22 9:25 9:28
2周目 9:28 9:33 9:38 9:43 9:46 9:50 9:53 9:56
3周目 9:56 10:01 10:06 10:11 10:14 10:18 10:21 10:24
4周目 10:24 10:29 10:34 10:39 10:42 10:46 10:49 10:52
5周目 10:52 10:57 11:02 11:07 11:10 11:14 11:17 11:20
6周目 11:20 11:25 11:30 11:35 11:38 11:42 11:45 11:48
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
w
w
w
.nta.go.jp

　

震
災
の
被
害
を
受
け
た
自
動
車

に
係
る
23
年
度
の
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
被
害
の
状
況
に
よ
り
減

免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
管
理
課

�

☎
（
２
７
）
５
１
１
１

【
減
免
に
つ
い
て
】

■
減
免
対
象

　

住
宅
ま
た
は
家
財
に
つ
い
て
生

じ
た
損
害
の
金
額
（
保
険
等
に
よ

り
補
て
ん
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
除

く
）
が
、
そ
の
住
宅
ま
た
は
家
財

の
価
格
の
30
㌫
以
上
で
あ
る
場
合

で
、
22
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

千
万
円
以
下
の
場
合

■
減
免
割
合

　

住
宅
ま
た
は
家
財
の
損
害
程
度

と
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
減
免

■
必
要
な
も
の　

　

減
免
申
請
書
、
は
ん
こ
、
り
災

証
明
書
（
固
定
資
産
税
減
免
申
請

者
を
除
く
）、
納
税
通
知
書

※
被
害
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
人

に
は
、
個
別
に
減
免
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。

■
申
請
受
け
付
け

　

６
月
21
日
（
火
）
ま
で
に
税
務

グ
ル
ー
プ
に
申
請
く
だ
さ
い
。

【
雑
損
控
除
に
つ
い
て
】

■
適
用

　

被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
、

車
両
の
損
失
額
に
つ
い
て
雑
損
控

除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
申
告

　

所
得
税
で
雑
損
控
除
の
申
告
を

し
た
場
合
は
、
住
民
税
で
の
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
所
得
税

で
災
害
減
免
の
適
用
を
受
け
た
場

合
は
、
住
民
税
の
み
雑
損
控
除
の

申
告
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

【
問
】
町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
２
９

■
内
容

　

震
災
で
滅
失
・
損
壊
し
た
自
動

車
等
の
代
わ
り
に
軽
自
動
車
等
を

取
得
し
た
場
合
、
23
年
度
か
ら
25

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

■
申
請

　

代
替
取
得
し
た
軽
自
動
車
等
の

主
な
定
置
場
所
の
市
区
町
村
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

・
は
ん
こ
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

・
代
替
車
両
の
登
録
事
項
の
分
か

る
も
の
（
自
動
車
検
査
証
等
）

・
り
災
証
明
書
な
ど

※
車
両
の
種
別
に
よ
り
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意

・
代
替
車
両
と
認
め
ら
れ
な
い
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
非
課
税
と
認
め
ら
れ
た
代
替
車

両
の
軽
自
動
車
税
を
納
付
済
み
の

場
合
は
還
付
し
ま
す
。

【
問
】
町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
４

　

震
災
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど

に
被
害
を
受
け
た
人
は
、
特
例
に

よ
り
、
22
年
分
所
得
税
の
軽
減
・

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
確

定
申
告
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
八
戸
税
務
署
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
税
制
上
の
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す

・
申
告
・
納
付
等
の
期
限
延
長

・
所
得
税
の
軽
減
ま
た
は
免
除

・
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
・
還

付

お知らせ Information 

住民税

軽　自

国税

自動車税

住
民
税
の
減
免
お
よ
び

雑
損
控
除

代
替
自
動
車
の
軽
自
動

車
税
非
課
税
措
置

所
得
税
な
ど
の
軽
減
・
免

除

自
動
車
税
の
減
免

６
月
30
日
は
住
民
税
第
１
期
の

納
期
限
で
す
。

６
月
30
日
は
自
動
車
税
の
納
期

限
で
す
。

東
日
本
大
震
災

　
被
災
者
へ
の
支
援

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
特

例・
財
産
形
成
住
宅
（
年
金
）
の
利

子
等
の
非
課
税

・
納
税
の
猶
予

・
予
定
納
税
額
の
猶
予

■
そ
の
他

　

自
動
車
が
廃
車
に
な
っ
た
場
合

の
自
動
車
重
量
税
の
特
例
還
付
や

買
換
車
両
に
係
る
自
動
車
重
量
税

の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

被
災
さ
れ
た
方
が
作
成
す
る
「
消

費
貸
借
契
約
書
」（
金
銭
借
用
書
）、

「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」、「
建
設

工
事
請
負
契
約
書
」
の
印
紙
税
が

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

【
問
】
八
戸
税
務
署

☎
（
４
３
）
０
１
４
１
／
自
動
音

声
案
内
「
０
（
ゼ
ロ
）
を
選
択
」）

納税には便利な口座振替を
ご利用ください

■申し込み　下記取扱金融機関に口座振替

申込用紙と預貯金通帳使用印鑑、納税通知

書を持参のうえ、お申し込みください。

※各納期の前月末日までに申し込みください。

■口座振替できる町税等
軽自動車税、固定資産税、町県民税、国民

健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療

保険料

■取扱金融機関
　青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫、

みちのく銀行（八戸市内）、八戸農業協同

組合階上支店、青森県信用漁業協同組合連

合会（階上代理店）、ゆうちょ銀行

� 【問】町民課�税務グループ　☎88-2114
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来
た
れ
！
若
き
力　

正
義
の
心

■
受
験
資
格

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

者
ま
た
は
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

■
受
付
期
間

　

５
月
30
日
（
月
）
～
６
月
24
日

（
金
）

■
１
次
試
験

　

７
月
10
日
（
日
）、
青
森
市

【
問
】
八
戸
警
察
署　

�

☎
（
４
３
）
４
１
１
１

　

階
上
交
番

�

　

☎
（
８
８
）
２
０
２
２

■
テ
ー
マ
・
募
集
内
容

　

町
の
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、
伝
統

行
事
、
史
跡
や
文
化
財
、
自
然
景

観
、
生
活
風
俗
な
ど
を
題
材
と
し

た
も
の
。

■
応
募
規
定

・
四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ
切

（
組
み
写
真
・
画
像
処
理
不
可
）

・
人
物
写
真
等
の
場
合
は
肖
像
権

を
ク
リ
ア
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
点
数
制
限
な
し
。
未
発
表

作
品
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
を
作
品
裏
面
に
貼
付

し
て
送
付
ま
た
は
持
参
。（
選
外

作
品
の
返
却
希
望
者
は
、
返
信
用

封
筒
を
添
付
）

■
締
め
切
り　

24
年
２
月
29
日

（
当
日
消
印
有
効
）

■
各
賞

　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点

他
（
賞
状
・
賞
品
）

【
申
・
問
】
産
業
振
興
課
産
業
振

興
グ
ル
ー
プ　

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

■
助
成
対
象

　

文
化
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
保

護
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
地

域
づ
く
り
の
活
動
を
し
て
い
る
県

内
の
団
体

■
助
成
件
数　

10
団
体
程
度

■
助
成
金
額

　

１
団
体
20
万
円
（
た
だ
し
金
賞

は
30
万
円
）、

■
応
募
締
切　

６
月
30
日
（
木
）

【
問
】
東
北
労
働
金
庫
青
森
県
本

部　☎
０
１
７
（
７
７
７
）
６
１
６
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tohoku-rokin.or.jp

■
対
象

　

接
種
日
に
お
い
て
、
町
内
に
住

所
を
有
す
る
75
歳
以
上
の
人
（
健

康
保
険
の
適
用
と
な
る
脾
臓
摘
出

者
を
除
く
）

■
助
成
額　

３
千
円（
１
回
限
り
）

■
申
請
お
よ
び
接
種
方
法

・
接
種
前
に
保
健
福
祉
課
に
申
請

し
、
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
か

ら
、
受
託
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
代
理
人
で
も
可
能
で

す
。
申
請
に
来
る
人
の
は
ん
こ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
時
の
注
意

・
町
で
発
行
し
た
予
診
票
、
健
康

保
険
証
等
を
受
託
医
療
機
関
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
料
金
は
、
医
療
機
関
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。
接
種
料
金
か
ら
助
成

額(

３
千
円)

を
差
し
引
い
た
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
問
】
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ

ル
ー
プ　

☎
（
８
８
）
２
２
１
９

■
内
容

　

青
森
朝
日
放
送
㈱
主
催
の
「
第

11
回
ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ

Ｍ
大
賞
」
の
Ｃ
Ｍ
作
品
を
制
作
す

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
や
、
階
上
町
の
魅
力

を
30
秒
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
資
格

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る

団
体
な
ど

■
申
し
込
み

　

制
作
を
希
望
を
す
る
団
体
は
、

６
月
20
日
ま
で
に
企
画
財
政
グ
ル

ー
プ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

出
品
は
１
団
体
の
み
で
す
。

【
問
】
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー

プ�

☎
（
８
８
）
２
１
１
３

お知らせ Information 

助成

募集

募集

募集

募集

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
を
助
成

階
上
町
観
光
協
会
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト

ろ
う
き
ん
地
域
貢
献
活

動（
旧
１
億
円
基
金
）助

成
事
業

警
察
官
Ａ
（
大
卒
）

ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま

ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
参
加
者

お
知
ら
せ

in
fo

rm
atio

n

ほっとスルメールを

ご利用ください

　町内の緊急・気象・火災情

報などの電子メールを、携帯

電話やパソコンで受け取れるサービスです。

　下記アドレスに空メールを送信し、返

信されてきた確認メールの必要事項を

チェックし送信してください。（QRコー

ドからも読み込めます）

＜登録用メールアドレス＞
anzenjoho@anshin.city.hachinohe.
aomori.jp

※携帯電話で受信拒否など
の設定をしている人はドメ
イン設定をしてください。

【問】総務課�総務グループ　☎88-2112



18広報はしかみ　2011・6

■
発
生
状
況

　

22
年
の
声
か
け
事
案
等
は
１
０

４
件
で
被
害
者
は
１
４
９
人
。
小

学
生
が
約
７
割
を
占
め
、
登
下
校

時
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

■
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

・
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯
グ
ッ

ズ
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

・
被
害
に
遭
っ
た
ら
す
ぐ
に
通
報

を
！
可
能
で
あ
れ
ば
車
の
ナ
ン
バ
ー

な
ど
特
徴
を
覚
え
、
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

タ
ー
な
ど
に
、
万
引
き
被
害
防
止

啓
発
指
導
者
（
マ
ン
ボ
ウ
マ
イ
ス

タ
ー
）
を
委
嘱
し
、
従
業
員
へ
の

指
導
な
ど
、
万
引
き
防
止
対
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

■
東
北
６
県
で
ワ
ー
ス
ト
１
位

　

22
年
中
の
県
内
の
万
引
き
件
数

は
前
年
に
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、

人
口
千
人
当
た
り
に
占
め
る
検
挙

人
数
は
東
北
６
県
で
ワ
ー
ス
ト
１

位
で
す
。

　

成
人
に
よ
る
万
引
き
は
約
７
割
、

60
歳
以
上
が
全
体
の
約
４
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

■
マ
ン
ボ
ウ
マ
イ
ス
タ
ー

　

県
内
２
２
２
店
舗
の
ス
ー
パ
ー
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム
セ
ン

事件は110番へ
階上交番　☎88-2022
田代駐在所　☎88-2110

火事は119番へ
消防本部　☎44-2135
階上分署　☎88-2105

■
推
進
標
語

　

危
険
物　

無
事
故
の
ゴ
ー
ル
は

　
　
　
　
　
　
　
　

譲
れ
な
い
！

　
■
家
庭
の
中
に
存
在
す
る
危
険
物

・
暖
房
用
の
灯
油

・
自
動
車
な
ど
の
ガ
ソ
リ
ン

・
揚
げ
物
な
ど
に
使
う
サ
ラ
ダ
油

・
ペ
ン
キ
な
ど
の
塗
料

・
化
粧
品
や
掃
除
用
の
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど

　
取
り
扱
い
や
保
管
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

■
危
険
物
に
対
す
る
防
火
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
！

①
火
気
の
近
く
で
危
険
物
を
取
り

扱
わ
な
い
。

②
ス
プ
レ
ー
缶
を
焚
き
火
な
ど
の

中
に
捨
て
た
り
、
暖
房
器
具
の
そ

ば
や
直
射
日
光
の
当
た
る
と
こ
ろ

に
置
か
な
い
。

③
製
品
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
み
、

正
し
く
取
り
扱
う
。

④
て
ん
ぷ
ら
な
ど
の
揚
げ
物
を
し

て
い
る
と
き
は
、
火
を
つ
け
た
ま

ま
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る

場
合
は
必
ず
火
を
止
め
る
。

⑤
油
の
染
み
込
ん
だ
新
聞
紙
、
揚

げ
カ
ス
は
、
こ
ま
め
に
処
分
す
る
。

⑥
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
は
、
蒸
気
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
専
用
の
密
閉
容

器
に
入
れ
、
換
気
の
良
い
冷
暗
所

に
置
く
。

　

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
危
険
物

に
よ
る
火
災
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

万
引
き
は
犯
罪
で
す　

�

し
な
い･

さ
せ
な
い･

み
の
が
さ
な
い

危
険
物
安
全
週
間

�

６
月
５
日
～
11
日

●平成23年階上町交通事故発生状況

4月30日現在 前年同期比増減

発生件数 12 +1

死　　者 0 ±0

傷 者 数 14 ±0

死亡事故ゼロ連続日数　1338日

交 番 情 報消 防 情 報

不
審
な
声
か
け
・
痴
漢　
　

な
ど
に
あ
っ
た
ら
通
報
を
！

ご利用ください　消防情報案内

災害情報（自動音声）☎22-2111

■消防車サイレンの区別
　「ウーウーカンカン」→火災
　「ウーウー」→その他の災害
　「カンカン」→警戒巡回
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＜265＞

フ
ジ
（
ま
め
科
）

　

山
野
に
自
生
す
る
落
葉
低
木
。

花
の
色
が
美
し
い
の
で
、
古
く
か

ら
公
園
や
庭
な
ど
に
よ
く
植
え
ら

れ
て
い
る
。

　

幹
は
か
な
り
太
く
な
る
も
の
も

あ
る
。
小
葉
は
十
一
～
十
九
個
つ

き
、
縁
が
滑
ら
か
で
、
二
十
～
三

十
㌢
く
ら
い
。
つ
る
は
右
巻
き
に

な
る
。
夏
に
長
い
総
状
花
序
を
出

し
て
垂
れ
下
が
り
、
紫
か
ら
淡
紫

色
の
花
を
つ
け
る
。

　

つ
る
が
丈
夫
な
の
で
、
い
す
や

籠
（
か
ご
）
を
作
る
の
に
使
わ
れ

る
。
古
く
は
繊
維
を
取
っ
て
織
物

に
し
た
り
、
藤
縄
と
し
て
使
わ
れ

た
り
し
た
と
い
う
。

　

色
名
の
藤
色
は
、
フ
ジ
の
花
の

よ
う
な
色
か
ら
、
薄
い
紫
青
、
薄

い
紫
を
指
し
、
優
美
な
色
と
さ
れ

る
。

藤色の由来となった花

◇210◇

飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
二
十
一
）

　

堀
り
て
は
止や

み
又
タ
掘
り
な
ど

致
せ
し
事
と
存
ン
ぜ
ら
る
と
幸
助

語
り
し
也
、
大
野
よ
り
鶴
貝
岳
の

頂い
た
だき
ま
で
小
道
二
十
里
地
也
。
大

野
よ
り
か
る
ま
ゑ
へ
小
道
二
十
五

里
、
其
レ
よ
り
三
十
里
斗
り
に
て

三
ノ
戸
町
也
と
ぞ
、
福
岡
へ
も
大

野
よ
り
五
十
里
、
一
ノ
戸
へ
も
五

十
里
と
ぞ
、
八
ノ
戸
へ
は
五
十
里

共と
も

又
六
十
里
共
称
す
。

　

二
十
一
日
（
寛
政
二
年
九
月
）

晴
る
、
顕け

ん

考こ
う

（
父
の
命
日
）
を
拝

し
奉
る
、
親
子
の
慈
孝
を
ほ
め
て

よ
め
る
。
言
書
、
慈
父
に
よ
ミ
て

与
え
侍は

べ

る　

正
之

　

う
つ
く
し
む　

親
の
心
の

　
　

厚
さ
よ
り

　

子
も
ま
た
思
ふ　

養
や
し
な

ひ
の
道み

ち

と
な
ん
書か

ヒ
て
平
助
に
与
へ
親
は

慈
む
べ
し
子
は
孝
を
怠
る
べ
か
ら

ず
と
い
ひ
て
宿
り
を
立
ち
ぬ
。

　

大
野
人
家
を
壱
丁
斗
り
出い

で
左

り
へ
行
く
、
内
ノ
沢
と
て
家
三
軒

有
り
是
よ
り
山
間
を
上
り
下
り
て

行
く
、
大
野
よ
り
十
里
西
へ
来
り

て
玉
川
村
入
口
川
有
元
二
十
軒
斗

り
今
は
四
、
五
軒
、
是
レ
よ
り
坂

を
上
り
て
下
り
行
き
又
タ
坂
を
越

へ
て
蜂ば

ち

塚つ
か

村
入
口
川
有
り
、
元
二

十
軒
斗
今
は
七
軒
残
れ
り
、
玉
川

村
よ
り
五
里
西
に
来
る
、
小
太
郎

な
る
も
の
の
所
に
休
ふ
、
茶
を
煎せ

ン
じ
て
出
だ
せ
り
、
小
太
郎
語
る

に
、
飢
年
に
村
々
地じ

頭と
う

の
ミ
生
き

て
其
ノ
余
ハ
多
フ
く
は
餓
死
す
、

地
頭
と
は
地
主
の
事
、
小
作
の
事

を
水
呑
と
も
友
ご
共
又
タ
百
姓
と

も
い
ふ
也
、
坂
を
越
へ
山
間
を
行

き
て
蛇
口
村
川
有
り
、
是
レ
を
過

ぎ
て
円
子
村
七
、
八
軒
減
ン
じ
て

今
マ
三
十
二
、
三
軒
大
野
よ
り
二

十
里
西
へ
来
る
、
是
レ
よ
り
山
間

を
行
く
、
畑
有
り
、
上
円
子
を
過す

ぎ
冷ひ

や

水み
づ

村
を
経
て
左
に
雪
屋
村
を

見
て
行
く
、
是
レ
よ
り
原
山
を
上

り
て
下
り
左
り
い
ぼ
な
い
村
右
の

方
長

ち
ょ
う

興こ
う

寺じ

村
入
口
、
圯つ

ち

橋ば
し

を
渡
る
。
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６月

16 木
燃やせるごみ収集日（東部地区）

粗大ごみ収集日（中央・西部地区）

17 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

18 土 郡中体連夏季大会（～ 19日）

19 日

東北高等学校対抗自転車競技選手権大会（階上

岳周辺道路�9:00）

剣道クラブ（町民体育館�10:00 ～ 12:00）

20 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

21 火

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

粗大ごみ収集日（東部地区）

合同相談（ハートフルプラザ　13:00 ～ 15:00）

教育相談（ハートフルプラザ小会議室　13:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

22 水

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

3歳児健康診査（H19.10.1 ～ 19.12.31生まれ、

ハートフルプラザ12:15受付）

23 木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

24 金
燃やせるごみ収集（蒼前西地区）

町陸上記録会（赤保内小学校）

25 土

26 日 剣道クラブ（中央体育館�10:00 ～ 12:00）

27 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

28 火

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

29 水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

30 木
燃やせるごみ収集日（東部地区）

町県民税第1期納期限

７月
1 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

2 土
町長杯ソフトテニス大会（あおぞらテニスコート�～3日）

町子連初級ジュニアリーダー研修会（八工大キャンプ場�～3日）

3 日 支部対抗野球大会（道中グラウンド）

4 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

5 火
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

6 水

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・段ボール収集日（全地区）

農業委員会委員一般選挙期日前投票（役場1階�8:30 ～ 17:00）

7 木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

8 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

9 土

10 日

町内駅伝競走大会

農業委員会委員一般選挙（各投票所�7:00 ～ 18:00）

剣道クラブ（中央体育館�10:00 ～ 12:00）

11 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

12 火

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

13 水
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

14 木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

15 金
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

支部対抗ゲートボール大会（町ゲートボール場）

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

6月16日㈭～ 7月15日㈮

ごみ収集日の地区区分

中央・　
西部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代

晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西

東部地区
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前

道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
〇ごみは、収集日

4 4 4

に、自分の住んでいる地域のごみ
収集所へ、朝8時までに出してください。
〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
が来るとは限りません。



　電話番号�80-1220
・携帯電話、公衆電話からも確認できます。
　（携帯電話の場合は市外局番0178を付けて
おかけください）

・過去6回分まで確認できます。
　（ただし、時報のチャイムも含まれます）

　昨年度から整備を進めてきた防災無線のデジタル化工事が
完了し、4月28日から本格運用がスタートしました。
　アナログ式防災無線の老朽化に伴い更新したもので、町内
に59局を整備するとともに、スピーカーから遠く放送が聞き
取りにくい世帯には、戸別受信機を設置しました。総事業費
は約1億8,828万円。
　また、電話応答サービスも同時に開始。放送を聞き逃した
場合に、電話（自動音声）で確認できるようになりました。
そのほか、役場に自家発電を整備し、停電などの災害時でも
正確な情報を提供できるような体制を整備しました。
　このほか、防災無線のデジタル化に伴い、消防庁の全国瞬
時警報システムを同時に整備。地震などの緊急情報が住民に瞬時に伝達できるようになるなど、
災害時の情報伝達体制が強化されました。
　浜谷町長は「デジタル化により、災害時により早く正しい情報を提供できる。町民の安心・
安全確保につなげたい」と話し、今後の活用に期待を寄せています。

災害時の情報伝達体制を強化
防災無線をデジタル化･全国瞬時警報システムを整備

施行業者から説明を受ける浜谷町長と町関係者

【デジタル方式のメリット】
①音質が向上（はっきりと
きれいに伝わる）
②親局・子局間のデータ通
信が可能（親局で子局の動
作状況を確認できる）
③電話応答サービス（聞き
逃した放送内容を電話で確
認できる）

放送内容を電話で確認
電話応答サービススタート

防災緊急情報を瞬時に発信 全国瞬時警報システム（J
ジェイ･アラート

-ALERT）
　Jアラートとは、通信衛星と市町村の同報
系防災無線を利用し、緊急情報を住民へ瞬
時に伝達するシステム。16年度から消防庁
が整備を進め、実証実験を経て、19年から
一部の自治体で運用が開始されています。
　最大の特徴は、対処に時間的余裕がない
大規模な自然災害や弾道ミサイル攻撃など
についての情報を「国から住民まで直接瞬
時に」伝達できるということ。（放送開始
まで平均約10秒）
　Jアラートの導入で、町の危機管理能力が
高まり、住民に早期の避難や予防措置など
を促し被害の軽減に貢献することが期待さ
れています。

■Jアラートによる放送（例）
緊急地震速報
（震度5弱以上） 大地震（おおじしん）です。

大津波警報
津波警報
津波注意報

大津波警報（津波警報・津波注意報）
が発表されました。

上記および武力攻撃に関する情報は自動で瞬時に放送されます。
気象情報などは町が受信した情報を必要に応じて配信します。

防災無線


